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第126号

おぜき栄子・鳥井やすこの議案に対する賛否

無料法律相談会毎月第1火曜日 おぜき栄子・鳥井やすこ事務所
相談される方は事前に事務所へ連絡をして下さい。

会期は、８月２９日から９月２４日

の２７日間でした。

主な議案

①平成３０年度一般会計・特別会計決算

②一般会計補正予算

（小俣処分場裁判の弁護士費用）

③森林環境譲与税基金条例の制定

④陸上競技場改修工事

⑤生涯学習センター条例の改正

９月議会報告

鳥井やすこの反対討論

おぜき、鳥井の両市議は７つの議案と
４つの決算認定に反対しました。反対し
た理由は以下の通りです。

議
案
第
14
号
一
般
会
計

補
正
予
算
は
、
小
俣
最
終

処
分
場
裁
判
の
弁
護
士
へ
の

報
酬
金
と
し
て
約
４
５
０
０

万
円
の
支
払
い
の
採
決
が

行
わ
れ
、
お
ぜ
き
、
鳥
井
の

２
名
が
反
対
し
ま
し
た
が
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

し
か
し
、
こ
の
裁
判
で
は
市
側

が
全
面
敗
訴
し
、
東
京
高
裁
に

上
告
し
ま
し
た
が
、
高
裁
か
ら

和
解
勧
告
を
受
け
、
土
地
を
十

一
億
円
で
購
入
す
る
こ
と
で
和

解
を
し
ま
し
た
。
負
け
た
裁
判

を
請
け
負
っ
た
弁
護
士
に
、
な

ぜ
高
額
の
報
酬
金
を
払
わ
ね
ば

な
ら
な
い
の
か
、
市
民
感
情
か

ら
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
本
裁
判

に
か
か
る
着
手
金
は
す
で
に
１

８
８
１
万
円
も
支
払
わ
れ
て
い

ま
す
。

議
案
第
18
号
で
は
、
家
庭
的

保
育
事
業
を
無
償
化
の
対

象
に
す
る
こ
と
自
体
に
は
賛

成
で
す
。
た
だ
し
、
保
育
を

受
け
る
子
ど
も
た
ち
の
保
育

環
境
や
安
全
の
質
は
間
違
い

な
く
確
保
さ
れ
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

そ
の
中
で
、
無
償
化
と
セ
ッ

ト
の
様
に
経
過
措
置
の
延
長

が
行
わ
れ
る
こ
と
は
看
過
で

き
な
い
問
題
で
す
。
保
育
の

質
を
上
げ
な
く
て
も
容
認

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
育
の
質
低
下
が
懸
念

時
か
ら
謳
っ
て
は
い
ま
す
が

、
30
年
を
経
た
今
、
現
状
の

社
会
福
祉
の
状
況
を
見
て

も
、
福
祉
が
充
実
し
た
実

感
は
な
い
の
が
現
実
で
は
な

い
か
。
社
会
福
祉
充
実
の

財
源
を
消
費
税
に
求
め
る

愚
を
、
こ
れ
以
上
重
ね
る

こ
と
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て

豊
か
で
な
い
人
た
ち
に
重
い

負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
こ
の
条
例
改
正
に

は
賛
同
し
か
ね
ま
す
。

消
費
税
は
社
会
福
祉
に

使
わ
れ
て
い
な
い

議
案
第
20
号
で
は
、
条
例

の
改
正
に
伴
い
、
給
食
の
副

食
費
に
お
い
て

利
用
者
負

担
額
が
見
直
さ
れ
る
と
と

も
に
、
保
育
施
設
で
の
徴
収

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

国
が
保
育
料
を
負
担
す
る

こ
と
で
6
ヶ
月
で
５
０
０
０

万
円
ほ
ど
市
の
負
担
額
が

減
少
す
る
と
の
試
算
も
あ

り
ま
す
。
副
食
費
に
つ
い
て

も
保
育
に
か
か
る
費
用
と

み
な
し
、
無
償
化
に
す
る
こ

と
に
取
り
組
む
べ
き
で
す
。

国
の
法
改
正
の
内
容
に
百

％
合
致
し
た
条
例
を
作
る

こ
と
よ
り
、
市
民
に
と
っ
て

よ
り
充
実
し
た
条
例
を
作

る
こ
と
が
、
地
方
自
治
体
の

役
割
で
す
。
ま
た
実
費
徴

収
を
保
育
施
設
側
に
担
わ

せ
る
こ
と
に
伴
う
負
担
増

は
保
育
の
質
を
確
保
す
る

妨
げ
に
な
り
ま
す
。

保
育
料
は
副
食
費
を

含
め
無
償
化
を
！

議案Ｎｏ 内　　　　　　容 おぜき 鳥井

第12号 表彰条例の改正 〇 〇
第13号 消費税法等の改正に伴う関係条例の制定 × ×
第14号 令和元年度一般会計補正予算（第３号） × ×
第15号 市職員の給与に関する条例及び退職手当条例の改正 〇 〇
第16号 消防団条例の改正 〇 〇
第17号 令和元年度介護保険特別会計補正予算（第１号） 〇 〇
第18号 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する条例の改正 × ×
第19号 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担条例の改正 × ×
第20号 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営条例の改正 × ×
第21号 工事請負契約について（南部クリーンセンター大規模補修工事） 〇 〇
第22号 市民活動センター条例の改正 〇 〇
第23号 水道事業給水条例の改正 × ×
第24号 森林環境譲与税基金条例の制定 × ×
第25号 都市公園条例の改正 〇 〇
第26号 市営住宅条例の改正 〇 〇
第27号 生涯学習センター条例の改正 〇 〇
第28号 工事請負契約について（総合運動場陸上競技場改修工事） 〇 〇
第29号 平成３０年度一般会計決算 × ×
第30号 平成３０年度介護保険特別会計（保険事業勘定）決算 × ×
第31号 平成３０年度国民健康保険特別会計（事業勘定）決算 × ×
第32号 平成３０年度後期高齢者医療特別会計決算 × ×
第33号 平成３０年度太陽光発電事業特別会計決算 〇 〇
第34号 平成３０年度農業集落排水事業特別会計決算 〇 〇
第35号 平成３０年度公共下水道事業特別会計決算 〇 〇
第36号 平成３０年度堀里ニュータウン下水処理事業特別会計決算 〇 〇
第37号 平成３０年度水道事業会計利益の処分及び決算 〇 〇
第38号 平成３０年度工業用水道事業会計利益の処分及び決算 〇 〇

裁
判
で
全
面
敗
訴

し
た
の
に
弁
護
士
へ

高
額
報
酬
は
な
ぜ
？

議
案
第
19
号
の
保
育
料
の

無
償
化
に
反
対
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の

財
源
と
し
て
消
費
税
を
充

て
る
考
え
方
は
、
と
う
て
い

容
認
す
る
事
が
で
き
ま
せ

ん
。
消
費
税
は
、
低
所
得

者
へ
の
負
担
が
重
い
、
逆
進

性
の
あ
る
税
で
す
。
そ
の
消

費
税
を
社
会
福
祉
の
た
め

に
使
う
と

消
費
税
導
入

議
案
第
24
号
は
、
森
林
環

境
譲
与
税
基
金
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
で
す
。

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目

標
の
達
成
や
、
森
林
の
公

益
的
機
能
に
よ
る
恩
恵
を

口
実
に
、
本
来
、
国
や
温

室
効
果
ガ
ス
を
排
出
す
る

企
業
が
引
き
受
け
る
べ
き

負
担
を
、
国
民
個
人
に
等

し
く
押
し
付
け
る
こ
と
な

ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

本
県
に
は
2
期
目
に
入
っ

た
元
気
な
森
づ
く
り
県
民

税
事
業
が
あ
り
、
県
民
税

均
等
割
に
年
７
０
０
円
加

算
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
民

税
事
業
で
実
施
し
て
い
る

奥
山
林
や
里
山
林
整
備
は

重
要
で
す
が
、
日
本
共
産

党
は
目
的
税
で
県
民
個
人

の
負
担
を
求
め
る
こ
と
に

一
貫
し
て
反
対
し
て
き
ま

し
た
。
森
づ
く
り
県
民
税

と
森
林
環
境
税
は
、
事
業

内
容
が
重
な
る
部
分
が
あ

り
「
二
重
課
税
」
に
な
り
ま

す
。
県
民
個
人
の
税
負
担

の
廃
止
を
含
め
た
抜
本
的

見
直
し
を
行
う
よ
う
求
め

ま
す
。

森
林
環
境
税
は

税
の
二
重
取
り

https://flowerillust.com/flowername_suisen.html
https://flowerillust.com/flowername_suisen.html


お
ぜ
き
栄
子
の
一
般
質
問

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

る
と
指
定
工
事
者
は
市

内
は
90
事
業
者
、
市
外

は
、
１
０
０
を
越
え
る
事

業
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
元
業
者
を
優
先
に
し

た
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で

す
。
5

年
ご
と
の
更
新

手
続
き
は
、
必
要
と
考

え
ま
す
が
、
事
業
者
の

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
目
的
に
考
え
る
の
で

あ
れ
ば
再
更
新
時
は
、

無
料
に
す
る
べ
き
で
す
。

事
業
者
の
更
新

手
数
料
は
無
料
に

し
か
し
、
こ
の
裁
判
に
出
る

前
に
議
会
で
の
十
分
な
議

論
を
経
ず
、
行
っ
て
い
た
こ

と
が
弁
護
士
と
の
契
約
書

で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
（
平
成
２
５
年
）

１
２
月
２
７
日
に
「
土
地
賃

貸
借
契
約
更
新
、
賃
貸
借

条
件
を
巡
る
紛
争
」
で
着
手

金
を
１
０
５
万
円
を
支
払
っ

て
い
ま
し
た
。
本
来
な
ら
ば

、
こ
こ
で
議
会
に
報
告
を
す

べ
き
で
し
た
。
こ
こ
で
十
分
な

論
議
を
し
て
い
た
な
ら
ば
、

多
額
な
税
金
を
支
払
う
こ

と
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
な

い
か
。
無
駄
な
税
金
を
か
け

た
責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。
今

回
の
よ
う
な
重
要
な
問
題

に
税
金
を
投
入
す
る
場
合

、
必
ず
議
会
で
議
論
す
る
こ

と
が
最
低
限
の
ル
ー
ル
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
俣
処
分
場
裁
判
で

議
会
軽
視
が
明
ら
か
に

３
つ
の
特
別
会
計

決
算
の
認
定
に
反
対

お
ぜ
き
：
消
費
税
増
税
を

財
源
と
し
た
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
は
、
高
額

所
得
者
ほ
ど
恩
恵
を
受
け

低
所
得
者
は
、
逆
に
負
担

増
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

当
局
：
低
所
得
者
に
は
、
保

育
料
の
ほ
か
副
食
費
も
免

除
と
な
り
、
無
償
化
の
恩

恵
は
受
け
ら
れ
る
。

お
ぜ
き
：
今
回
の
無
償
化
に

よ
り
、
市
負
担
の
軽
減
分
（

年
１
億
円
）
で
保
護
者
の
実

費
負
担
と
な
る
副
食
費
の

減
免
制
度
を
創
設
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

当
局
：
近
隣
市
町
の
状
況

を
み
て
、
研
究
し
て
い
く
。

１
．
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

お
ぜ
き
：
障
が
い
者
の
生
活

路
線
バ
ス
有
料
化
は
、
こ
れ

ま
で
市
が
努
力
し
て
き
た
支

援
の
後
退
で
は
な
い
か
。

当
局
：
国
の
通
知
に
従
い
、

一
般
運
賃
の
５
割
引
き
に
し

た
。
利
用
者
全
体
で
バ
ス
事

業
を
支
え
て
い
く
。

お
ぜ
き
：
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
の
果
た
し
て
き

た
役
割
を
今
後
も
継
続
し

て
ゆ
く
の
か
。

当
局
：
こ
れ
か
ら
も
継
続
し

て
提
供
し
て
い
く
。
今
後
も

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
。

路
線
バ
ス
利
用
料
の

無
料
継
続
を
！

お
ぜ
き
：
迫
間
自
然
観
察

公
園
の
保
護
は
、
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

当
局
：
自
然
保
護
を
加
味

し
な
が
ら
、
東
部
地
区
開

発
に
お
け
る
土
地
利
用
計

画
と
調
整
を
図
り
な
が
ら

調
査
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

お
ぜ
き
：
市
道
、
都
市
公
園

、
学
校
校
庭
な
ど
の
除
草

は
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

る
の
か
。

当
局
：
原
則
仮
払
い
機
で

除
草
、
一
部
は
除
草
剤
を

使
用
し
て
い
る
。

お
ぜ
き
：
発
が
ん
の
可
能
性

の
あ
る
、
世
界
的
に
使
用
、

輸
入
の
禁
止
が
広
が
っ
て
い

る
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
を
主
成

分
と
す
る
除
草
剤
は
、
使

用
を
や
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

当
局
：
内
閣
府
の
食
品
安

全
委
員
会
で
発
が
ん
性
は

認
め
ら
れ
な
い
と
評
価
さ

れ
て
お
り
、
引
き
続
き
適

正
に
使
用
す
る
。

グ
リ
ホ
サ
ー
ト
の

除
草
剤
は
中
止
を
！

議
案
第
23
号
は
水
道
事
業

給
水
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

は
、
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
に
伴
う
水
道
料
金
、
加

入
金
の
引
上
げ
と
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
の
更

新
を
５
年
ご
と
に
変
更
し

、
更
新
手
数
料
を
更
新
ご

と
に
１
万
円
を
支
払
う
こ

と
に
す
る
も
の
で
す
。
水
道

料
金
、
加
入
金
の
税
率
引

き
上
げ
は
反
対
で
す
。

議
案
第
29
号

平
成
30
年

度
足
利
市
一
般
会
計
決
算

に
つ
い
て
は
、
歳
入
は
約
５
４

４
億
円
、
歳
出
は
約
５
２
５

億
円
で
す
。

総
務
費
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
事
業
費
に
約

１
３
０
０
万
円
で
、
カ
ー
ド

交
付
率
１
０
．
８
％
で
す
。

情
報
漏
え
い
な
ど
市
民
を

危
険
に
さ
ら
す
制
度
は
、
こ

れ
以
上
す
す
め
る
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

衛
生
費
の
賃
借
権
確
認

等
請
求
控
訴
事
件
解
決
金

（
小
俣
最
終
処
分
場
）
は
、

地
主
に
１
１
億
３
６
０
０
万

円
を
支
払
い
ま
し
た
。
土
地

取
得
に
は
、
賛
成
し
ま
し
た

議
案
第
13

号
で
消
費
税

10
％
増
税
が
予
定
さ
れ
て
い

る
と
し
て
、
10
月
１
日
か
ら

公
民
館
な
ど
の
使
用
料
、
水

道
料
金
、
し
尿
処
理
、
ご
み

処
理
な
ど
の
手
数
料
、
公
共

料
金
等
の
引
き
上
げ
を
上

程
。
こ
の
引
き
上
げ
に
よ
り

、
市
民
への
影
響
は
、
千
四
百

万
円
の
負
担
増
で
す
。
小
山

市
で
は
、
市
独
自
の
使
用
料

金
な
ど
の
引
き
上
げ
は
、
し

な
い
。
栃
木
市
は
、
現
在
５

％
分
の
消
費
税
を
転
嫁
し
て

い
る
使
用
料
な
ど
は
、
３
月

ま
で
引
上
げ
を
し
な
い
と
し

て
い
ま
す
。
市
民
負
担
を
強

い
る
公
共
料
金
の
消
費
税
増

税
に
よ
る
値
上
げ
は
、
見
合

わ
せ
る
べ
き
で
す
。

消
費
税
増
税
を
理
由
に

公
共
料
金
を
値
上
げ

お
ぜ
き
栄
子
の

反
対
討
論

①
議
案
30
号
、
介
護
保
険

特
別
会
計
は
、
第
１
号
被

保
険
者
の
介
護
保
険
料
の

引
上
げ
が
行
わ
れ
、
介
護

保
険
料
の
滞
納
者
数
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

介
護
給
付
費
準
備
基
金
が

10
億
円
も
あ
り
、
介
護
保

険
料
の
減
免
制
度
を
つ
く

る
べ
き
で
す
。

②
議
案
31
号
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
は
、
県
全

体
の
広
域
と
な
っ
て
初
め
て

の
決
算
と
な
り
ま
し
た
が

基
金
繰
入
金
の
７
億
円
は

使
わ
ず
に
す
み
、
基
金
残

高
は
２
９
億
円
で
す
。
国
か

ら
子
ど
も
に
対
し
て
配
分

さ
れ
た
交
付
金
と
基
金
を

使
い
、
国
保
税
の
子
ど
も
の

均
等
割
２
６
４
０
０
円
を
な

く
す
努
力
が
必
要
で
す
。

③
議
案
32
号
、
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
は
、
低

所
得
者
の
保
険
料
の
軽
減

措
置
が
減
額
と
な
り
、
滞

納
者
に
正
規
保
険
証
で
は

な
く
、
４
ヶ
月
間
の
短
期
証

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
高
齢

者
泣
か
せ
の
医
療
制
度
は

、
な
く
す
よ
う
に
国
に
働

き
か
け
る
べ
き
で
す
。

街
頭
か
ら
9
月
議
会
の
報
告
を
行
う

市
は
、
路
線
バ
ス
有
料

化
に
よ
り
、
障
が
い
者
の

利
用
が
年
間
４
５
０
０
０

人
か
ら
半
減
す
る
と
予

測
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
障
が
い

者
支
援
の
後
退
で
す
。

ま
た
、
県
立
高
校
の
統

合
に
よ
る
市
民
会
館
の

建
替
え
の
候
補
地
が
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
と
な
っ
た
場
合
、
代
替

機
能
の
施
設
で
保
障
す

る
と
回
答
。
既
存
の
他
の

施
設
と
な
っ
た
場
合
、
障

が
い
者
中
心
の
施
設
利
用

が
で
き
る
の
か
大
論
議
が

必
要
な
答
弁
と
な
り
ま

し
た
。

公
共
施
設
の
除
草
剤
の

使
用
は
、
よ
り
安
全
性
の

高
い
薬
剤
を
求
め
ま
し

た
が
あ
く
ま
で
も
国
基

準
の
通
り
に
使
用
す
る

と
回
答
。

上記試算では収入１千万円の場合は６０％、２６０万円では
８０％消費したとすると、低所得者の負担が１万１６００円の
負担増となる。

消費税２％増税による試算例（年間）
（円）

保護者収入 10,000,000 2,600,000
保育料無償 408,000 30,000
２％増税分 120,000 41,600
差し引き額 288,000 -11,600

１
億
円
の
財
源
で

副
食
費
の
減
免
を
！

２
．
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

３
．
環
境
政
策
に
つ
い
て


